名古屋伝統商店街の国際化 －聞き取り調査とフィールドワークによる大須商店街の地域づくりをめぐる－考察－ by 長坂 康代
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名古屋伝統商店街の国際化
− 聞き取り調査とフィールドワークによる大須商店街の地域づくりをめぐる一考察 −
長 坂 康 代
1. はじめに
大須商店街の国際化が進んでいる。中部国
際空港に置いている観光地図「名古屋　繁體
中文」（2017 年 7 月発行）の表紙は、大須商
店街である。まさに訪日観光客が観光地とし
て目指す先が大須である。
　本稿では、2016 年 7 月に大須商店街をと
りまとめる大須商店街連盟の会長と事務局長
からの聞き取り調査の内容をフィールドワー
クと資料によって裏付けていく。何でも受け
入れる歴史的な風土、次々と新たなことに挑
戦する商店街の取り組み、宗教と商売を結び
つける商魂たくましい歴史ある寺社は、常に
動き続けている。それを利用したビジネスも
さらに大須を活性化させる。自治体や企業が
それに関わり、さらに発展していく。そして、
在住外国人や訪日外国人との接触によって国
際化が進み、若者を含む日本人が、元来ある
日本文化やサブカルチャーを見直す機会につ
ながっている。こうして、さらに新たな商売
を生み出していく。この大須という多文化受
容の先駆的な地域づくりの動態を、ここに明
らかにする。
２. 大須の多様性と寛容性―聞き取りと新
聞記事による分析
筆者は、「多文化共生の地域づくり」につ
いて、大須商店街連盟会長の今井富雄氏と事
務局長の松原正幸氏（当時）に、事前にイン
タビュー内容を送付し、2016 年 7 月 17 日に、
多文化共生の地域づくりについて話を伺っ
た。その内容に基づいて、それを裏付ける資
料を提示しながら、大須の独自の文化とその
キーワード：
要　　　旨：
商店街、高齢者、外国人、地域社会、街づくり、国際化
大須は、他者に対して開放的で受容する歴史、異質性を受け入れ
る独自性がある。そのため、偏見や固定観念にとらわれず、外国
人に対しても抵抗なく受け入れてきた。年間を通して開催される
イベントには、多くの若者や訪日観光客が集まり、商店街全体が
活性化している。その根底には、常に新たな試みをしていく民衆
主体の商店街の街づくりがある。その勢いに自治体や企業だけで
なく、若者や外国人が関わり、さらに大須を発展させていってい
るのである。
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魅力を明らかにする。
2-1. 外国人が集まる要因 
―なぜ大須に外国人が集まるのですか？
今井：一言でいうと地域性である。もともと
門前町だった、日本的な商店街、寺社仏閣、
加えてバザール的ごちゃごちゃ感、昭和の雰
囲気ある路地もある。台湾、韓国、トルコ、
ブラジル、中華など多国籍の食材もあり、電
脳街、クールジャパン、メイド喫茶、フィ
ギュアなどが外国人に受け入れられる。これ
が、外国人が求める日本の文化ではないだろ
うか。日本の特色、何でも味わえるのが、他
にない魅力である。江戸時代から南寺町とい
われている庶民の街であり、庶民の楽しみの
街を今でも続けている。
　大須商店街には、外国人の店が増えており、
多国籍化が進んでいる。2000 年にトルコ人
が設立した会社が、2006 年にケバブやトル
コアイスクリームなどの飲食店「メガケバブ」
1 号店を大須に出店した。近年は店舗の正面
に、イスラム教徒（ムスリム）が食べること
ができる食材、食事を表すハラルの表示を拡
大している。2016 年に、同社は大須初のハ
ラル食材店を開いた。訪日観光客だけでなく、
長年大須周辺に居住したり観光で来たりする
ムスリムが多く大須に買い物に来る。
　このような店舗の多様化、多国籍化を推進
するのは、商店街連盟の役割である。大須商
店街の一通りである赤門通では、『赤門通パ
スポート』（2016 年 3 月、大須赤門通商店街
振興組合発行）を作成した。手のひらサイズ
の「赤門通を 200％楽しむガイドブック」で
は、2014 年に赤門通の PR 大使「赤門推す推
す隊」として任命した大須のアイドルユニッ
ト OS ☆ U のメンバー 2 人が、ガイドブック
記載の店舗に出向いてアピールしている内容
になっている。赤門通だけでも、録音スタジ
オ、男キモノ＆ BAR、美少女タペストリー
中心のグッズショップ、800 種類以上の品ぞ
ろえタバコ店、ヴィンテージオーディオ専門
店、リユース商品の取扱店など特色ある店が
混在している。
　大須の「ごちゃごちゃ感」は、SNS やホー
ムページだけでなく、紙媒体を通して全国に
知られるようになってきている。2017 年 10
月 30 日発売号の漫画雑誌『ヤングマガジン』
に隔週掲載の漫画「１日外出禄　ハンチョウ」
では、主人公がおしゃれなカフェのすぐそば
に、昔ながらの射的場がある大須商店街の様
子を見て「（店の並びが）自由すぎる！全体
的に、何となく…雑」と毒づいた（中日新聞
夕刊 2017 年 11 月 11 日）。
　大須は、初めて訪れる人にとって驚きの空
間を生み出している。
2-2. 異文化受容による大須文化や経済の変
化
―経営、居住、観光などさまざまな形で外国
人が大須に出入りすることによって、街の経
済や暮らしぶりに変化はありましたか？
今井：外国人の居住に関しては、地域の協議
会で対応している。観光に関しては、商店街
連盟がおこなっていることが 3 つある。
　1 つ目は、トイレ対応である。使い方が分
からないとか汚いではなく、トイレの場所が
わからないことが観光客にとって困る。小さ
な店舗は貸せないので、コメ兵、301 ビルな
ど大きな店舗に頼んで「トイレ協力店」になっ
てもらっている（写真１）。
　2 つ目は、大須商店街をガイドする「大須
マップ」やインフォメーションの多言語化で
ある。現在は日本語だけだが、外国人対応（イ
ンバウンド対応）をしていこうとしている。
連盟として、商売に結びつくように、インフ
ラ整備をしている段階である。「アット大須」
（大須商店街連盟の公式ホームページ）では、
すでに日本語、英語、ハングル、中国語簡体
字、中国語繁体字で多言語化しているので、
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これで事前に予備知識を得てもらっている。
国や地方公共団体の補助金に頼らざるを得な
いが、多言語表記にも力を入れている。外国
人に対応できるイメージ付けは大切である。
ほか、Free Wi-Fi も各店舗にサーバーをお
いてもらって普及させているところである。
　3 つ目は、免税店である。訪日外国人に向
けて免税店を増やしている。小さな店でも免
税店にしたい。
　訪日外国人の取り込みは、すでに 2005 年
に開催された「愛・地球博」を機におこなわ
れている。大須商店街連盟が A3 両面の 2 つ
折りで、「大須　名古屋といえば大須商店街」
というリーフレットを出した。大須商店街に
ついて、日本語、英語、ハングル、中国語簡
体字、中国語繁体字で紹介している。中開き
両面のガイドマップは日本語と英語で表記し
た。文字やイラストばかりでなく。訪日外国
人にとってリアルに感じるように、写真入り
にして分かりやすくしている。
　それから 10 年経って作成された訪日外
国人向けのガイドマップ『Do You Khow 
OSU?』（2016 年 10 月、大須商店街連盟発行）
も、新たな試みとして発行された。このガイ
ドブックは、大須商店街だけでなく、中部国
際空港にも置かれるようになった。これは、
A2 判を八折にして、大須商店街においてあ
るガイドマップよりも小型化して持ち歩きに
便利にしている。表紙は招き猫をモチーフに
して日本らしさを出しながら、英語、中国語
簡体字、中国語繁体字、ハングルで表記して
いる。広げると、表には大須の地図と大須の
寺社仏閣や待ち合わせ場所の案内、祭りなど
イベントの案内が載っている。裏面は、食事、
買い物の店舗ほか、深夜まで開いている店が
９軒掲載されている。掲載店舗ごとに、営業
の曜日、外国語メニューの有無、カード支払
いの有無、タックスフリーの有無など記載し
ている。パソコンやスマートフォンの店や名
古屋初の免税店「アッキーワン」は大きな広
告にしていて、訪日外国人を対象としたガイ
ドマップに特化している。
―日本と海外の文化が融合することで、生み
出された文化はありますか？
今井：融合ではない。外国人が来たとき、日
本の歴史や文化に触れたいというのに対して
であって、融合という感覚ではない。日本の
文化や庶民の街をPRするように努めている。
　訪日外国人の「爆買い」によって話題になっ
たブランド品の大量購入（これによってコメ
兵はかなりもうけたらしい）や炊飯器を 10
個も買うような外国人富裕層の買い物はすで
に以前ほど見られなくなってきた。これから
は爆買いではなく、そこの文化に触れる体験
型や記念品を買うといった観光が主になって
いくと分析する。だから、大須では、観光客
の文化体験型のインバウンド誘致を考えてい
き、こうして商売に結びつけていこうとして
いる。
　外国人の目線で商売をする。商売人は、魚
釣りと同じ。外国人が何を求めているかリ
サーチする。これが、日本的なものの新たな
気づきの部分になっている。
　2017 ～ 2018 年の「大須マップ」では、「大
須商店街の三大祭」として、第 67 回大須夏
写真１
大須商店街内の「コメ兵」はトイレ利用店
として地域貢献をしている
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まつり、第 40 回大須大道町人祭、大須春祭
り第 7 回無茶売祭をあげている。7 月末から
8 月にかけて名古屋で開かれる世界コスプレ
サミットは、大須夏まつりと時期を合わせて
商店街でコスプレパレードをおこなう。
　大須で映画グッズ店を経営する男性は、米
国映画「スター・ウォーズ」に出てくる名悪
役「ダース・ベイダー」に扮して、週に２、3 回、
昼日中に大須商店街を歩くという記事が掲載
された（中日新聞夕刊 2015 年 10 月 16 日）。
コスプレサミットに限らず、全身黒づくめで
2 メートルの大きなコスプレイヤーが歩くこ
とができるのが、奇抜・逸脱を許容する大須
商店街の魅力でもある。
―外国人の目で見た大須の新しい価値は見出
されましたか？
今井：訪日外国人が、日本食材や日本衣料を
求めるので、呉服屋を営む身としては、品揃
えに外国人向きの商品（浴衣、京きもの、作
務衣、甚平など）を意識している。外国人に
対応できる品揃えをしている。日本と海外の
文化が融合することはない。外国人が来たと
き、日本の歴史や文化に触れたいというのに
対して商売するのであり、融合という感覚で
はない。日本の文化や庶民の街を PR するよ
うに努めている。
　2016 年 5 月 26 日と 27 日、主要 7 カ国が
世界の重要な課題を話し合う「伊勢志摩サ
ミット」が開催された。それに先立ち、中日
新聞夕刊１面では、「大須裏サミット」と題
して主要 7 カ国以外の国の人で、大須に住み、
店を構える外国人 7 人によるサミットと日本
の暮らしの 2 つの話題についての記事が掲載
された（中日新聞夕刊 2016 年 5 月 14 日）。
　外国人居住者に対する取り組みは、先述
したように地域の協議会が担当しているが、
以前に A3 判の 3 つ折りで、「大須生活図鑑　
一度は住んでみたい街・大須の住人になる」
（企画・編集／名古屋大須ロータリークラブ、
協力／大須商店街組合）が発行されたことが
ある。見開きの「大須生活マップ」は、駐
車場、銀行、病院、コンビニエンスストア、
ATM キャッシュコーナーなど、生活に関す
る情報を入れている。このほか、大須の町案
内として、大須の歴史と大須の寺社仏閣とか
らくり（①大須観音、②宗治からくり、③七ッ
寺、④織田信長からくり、⑤万松寺、⑥白雪
稲荷からくり）についても英語、中国語簡体
字、中国語繁体字、ハングルで表記している。
　訪日観光客だけでなく、大須に居住しても
らうような取り組みもおこなっている。
2-3. 名古屋の先駆的地域社会
　大須商店街組合でのインタビューでは、予
定していた項目以外にも新規・異質許容の先
駆性に話が広がった。
今井：外国人や若者が多く来ることによる防
犯については、防犯カメラを商店街全体に設
置して対応している。派出所（交番）が近く
にあり、すぐに警察官が駆けつける体制がで
きている。そのため、これまで、トラブルで
困ったことはない。
今井：大須は、賃貸料が安く、ブームの火付
け役になっている。名古屋は「まず大須」で、
ここで数年やろうか、という風潮がある。今
夏（2016 年夏）は、かき氷屋が目立つ。最
近は、鶏の唐揚げからローストビーフ丼に移
行している。3 ～ 4 年のサイクルで店舗が変
わる。東京、大阪で流行ったものを名古屋に
持ってくるときは、若者があつまる「大須か
ら」だという。東京のラオックスが展開して
いる名古屋初の免税店「アッキーワン」は、
約 10 年前に秋葉原から出店した。何でも大
須で試す。大須は、男の人か女の人か分から
ない、性別が分からない格好をしている人も
否定しない。大須では受け入れられても、栄
ではその格好はできないだろうという人も歩
いている。アフリカ人でも、ああいるなぁと
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いう感じである。
　2017 年 10 月 27 日に、コカ・コーラボトラー
ズジャパンが訪日外国人に観光情報や飲料の
成分情報などを提供する「中部インバウンド
自動販売機」の 1 号機を大須の外国人向け観
光案内所に設置した。この自販機は中国語
やドイツ語など 15 カ国に対応しており、本
体の QR コードをスマートフォンで読み取る
と、中部のおすすめ観光スポットを外国人記
者が紹介するサイトにつながる。大須につい
ては大須観音や老舗和菓子店の情報が得られ
る。2018 年末までに東海から北陸までの観
光ルート「昇龍道」を中心に、中部で 30 台
を設置する目標を掲げている。大須の成功を
基にエリアを拡大していくという（中日新聞
2017 年 10 月 28 日）。
2-4. なんでも受け入れる民衆の力
今井：大須は民衆が主体となって商店街を再
構築し、発展させてきた。どの商店街も行政
が主導でやるとなぜか必ず失敗する。瀬戸、
半田、春日井の駅前はきれいに整備されて最
初はいいが、次第にテナントが抜けて閑散と
なり、行政関係で場所をうめることになる。
　こうした民衆の力によって昔からある商店
街が活発化していることは、高齢者にとって
も居心地のよい空間になる。毎月 18・28 日
には、大須観音で骨董市が開催される（写真
２）。18 日には大須商店街連盟による「長命
甘酒」の無料接待がある。このほか、28 日
には万松寺で身代わり餅つき接待、大光院で
は「みょうおんさん」縁日、赤門通では赤門
28 祭り、大須を中心に活動する芸人・海演
隊による赤門 28 寄席が開かれる。
　名古屋市が制作したシニア向け情報誌
「歩っとふる」創刊号では、大須商店街の散
策コースを特集した（中日新聞 2014 年 11 月
2 日名古屋市民版）。高齢者が外出する先と
して最初に大須が選ばれたのは、大須が歩く
だけでなく店舗巡りや寺社巡りをしながら楽
しめる地域だからである。
 
　今井会長から「なんでもあり」として例に
あがったのは、テレビ局の申し出である。
今井：以前、テレビ局から番組の撮影で、ふ
んどし姿の 20 名が大須商店街を歩くがよい
か許可を求められたことがある。連盟は許可
を出したが、念のために警察への確認を頼ん
だ。法律に触れるのでこの案はなくなったが、
大須はどんなことでも許可を出している。
　2016 年 3 月 19 日にセントパトリックパレ
―ド（プレイベント 3 月 18 日）、同年 4 月
19 日にはラテンアメリカフェスティバルの
大須商店街で開催など、外部からの持ち込み
のイベントの多さも目立つ。大須は、外部か
らも頼られる地である。同年 6 月 24 日には、
2009 年に亡くなった米国の人気歌手マイケ
ル・ジャクソンを追悼するダンスイベントが
大須観音周辺で開かれた。そこで、約 300 人
がマイケル・ジャクソンの曲に合わせて踊り
を披露した（中日新聞県内版 2016 年 6 月 25
日）。
―若者や外国人経営による変化は、どこで見
られますか？
今井：変化よりもモラルの問題を感じる。た
写真 2
大須観音境内で開かれる「骨董市」
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とえば、ビラ配りを平気でやったり、道路へ
はみ出して営業したりすることもある。これ
に関しては、規制が必要である。文化の違い
か外国人の感性か、若者も売らんかな、なと
ころがある。
　これに関しては、大須商店街連盟が仕掛け
るイベントで、若者や外国人経営者をうまく
取り込んでいるように思われる。
　2016 年の大須春まつり「第 5 回無茶売祭」
は、大須商店街の多くの店舗が協賛した。陶
磁販売店では、「MADE IN JAPAN」と表示
して、湯飲みなどを格安で販売したり、乾物
屋ではわかめを安売りしたりしていた。呉服
店では帯締めを 10 円で販売、全国チェーン
の 100 円均一ショップも協賛して、オリジナ
ルウェットティッシュを進呈、カフェでは「無
茶盛りぱふぇ」と銘打った商品を販売してい
た（写真３、写真４）。こうして各店舗が協
力し、地域が一体となってひとつのイベント
を盛り上げる。
　5 月発行の「大須かわら版」（大須商店街
連盟発行）は、A4 両面モノクロ印刷である。
表面は、「第 66 回大須夏まつり」と「第 39
回大須大道町人祭」の各実行委員長によるあ
いさつ文で構成している。裏面は、2016 年
大須春祭りのイベントとして確立した無茶売
祭について、実行委員長からお礼の挨拶、初
の試みであった「無茶売グランプリ」結果報
告、来場者だけでなく、大須商店街の不参加
店舗を含めてとったアンケートの結果報告、
大須ボランティアとして定着している大須案
内人からの意見などを掲載している。この年
は、無茶売りガイドブックを作成してすべて
の参加店舗を掲載して集客に努めた。試行錯
誤をしながら、より楽しめるイベントづくり
をおこなっている。
　新天地通の万松寺は、訪日外国人が日本の
歴史や文化に触れるのに適した、戦国時代の
武将、織田信長の父信秀ゆかりの寺である。
しかし、その歴史ある伝統的な寺であっても、
奇想天外な運営がなされている。境内で、お
札やお守り以外に、大須みやげやバリ島のみ
やげを販売していたこともある。
　2016 年、万松寺をビルに建て替えるため
に工事が着工したため、それまでの敷地が一
時的に使えなくなったが、同年 4 月には向か
写真 3
インパクトがある無茶売りのポップ 写真 4
飲食店も無茶売りに参加している
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いの万松寺ビル前に「万松寺茶屋」がオープ
ンした。万松寺茶屋は、春は、五平餅、みた
らし団子などを販売する茶屋だったが、夏は
かき氷屋「川久」になった。秋にはまた万松
寺茶屋として、五平餅などを販売している。
五平餅は織田信長を意識して「信長五平餅」、
味 2 種類のネーミングにもこだわり、「天下
取り味噌」「縁起担ぎ醤油」という。万松寺
名物「信長身代わり餅」300 円も人気である。
2017 年には、新メニュー「アップルたい」、
住職考案の「はくび揚げおかき」も加わった。
　万松寺の商魂のたくましさは、新たな着想、
イベントにも表れている。寺の再建で工事の
壁ができたが、それを利用して「万松寺の七
夕　旧暦で過ごす伝統的七夕」と題し、七夕
行事で約 1 カ月半、盛り上げた（写真５）。
お守りなどを授与する札処では、中国人観光
客のために「中式線香　壇香」を 50 円で販
売もしている。
　大須商店街連盟のいう「なんでもあり」の
様態と、さらにこれを発展させていこうとす
る動態は、このように歴史ある寺でも確認す
ることができる。
3. まとめ
　名古屋は閉鎖的といわれながらも、大須
は、他者に対して開放的な歴史がある。そし
て、異質性を受け入れる独自性がある。その
ため、現代においても偏見や固定観念にとら
われず、外国人に対しても抵抗なく受け入れ
てきた。
　長年培ってきた歴史性のほか、商店街の強
固な横のつながりと格安で店舗を貸し出す手
法によって、多様な民族、多様な職業、多様
な宗教、多様な階層、多様な年代を広く受け
入れた。年間を通して開催されるイベントで
も、外国人を多用している。公共マナーを徹
底することで、清潔感を出している。若者も
集まり、商店街全体が活性化するようになっ
た。
　大須発祥の店（コメ兵や矢場とん）が多く
あるが、外国人との接触によって、若者を含
む日本人が、元来ある日本文化（神社仏閣、
和食、和服、和小物、長屋）やサブカルチャー
（マンガ、アニメ）を見直す機会になった。
大須という多文化受容の土壌が、民族や宗教
を超えて日本文化の動き、再構築を生み出し
ているのである。
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写真 5
万松寺は再建中でも工事の壁を利用してイベ
ントをおこなう。宗教と商売を結びつけるた
くましさがある。

